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Abstract：The aim of this paper is practice and the subject of faculty cooperation the career 
education and career support in universities. In this report, K University that is taken as case 
study has been promoting the systematization of career education and career support on a trial 
basis from 2011. The author has been involved in both of career education and career support 
in this university from the beginning. This practice of this time, it implements the faculty 
cooperation in career education and career support, it seems to be effective for students who 
career consciousness is low. Challenging for the future is the establishment of a support system for 
students who are seen decreased motivation for learning from the first year.
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には教職教養を実施している。平成 25 年 10 月時点に
おいては，116 名の教員志望者がいる中で，月曜日の





























目指している学生が 116 名，公務員 55 名，企業 116 名，






















































































































































































調査（平成 22 年度）」p40 ～ 41　
日本経済団体連合会（2011）　「新卒者の採用選考活動
の在り方について」　  









会にも出向き，面接を経て，2013 年 11 月に合格を果
たした。卒業してから９ヶ月が経過していたが，自分
自身の努力の跡を振り返り，「はじめて，自分で納得の
いく結果が得られたと思う」と言い，「どうして学生時
代にもっと頑張れなかったんだろう」とも口にした。
大学受験で AO 入試を選択した学生など，これまで競争
試験を受けた経験の乏しい学生は，なんとなく将来は
決まるだろうと安易に考えているケースも少なくない。
また，初年次からのキャリア教育・支援の取り組みを
振り返ると，学習意欲の低下が見られた時点で何らか
の対処を早期に行っておれば，卒業時までに進路が決
定していた可能性もあり，新しい課題でもあると言える。
　今後は，学生の状況を早期に把握できる体制づくり
とともに，卒業時に就職が決まらなかった学生の支援
体制の構築が必要であるといえる。また，卒業後の離
職や再雇用の現状把握を行い，真に学生のためになる
キャリア教育・キャリア支援とは何かを問い続け，統
合的なキャリア教育・キャリア支援体制につなげてい
くことが求められる。
注
1） 経済産業省の社会人基礎力の指標を参考として，教
養科目内に K 大学独自の社会人基礎力の項目を設
け，どの社会人基礎力の育成に力を注いでいるか可
視化できるようにした。また，学生の履修に応じて
点数化し，それをレーダーチャート化して学生に公
表している。
2） 学習支援ボランティアは，①児童の学習の手助けな
ど，児童との関わり方を学ぶ，②教師がどのように
児童と接するかを学ぶ，③授業以外の教師の仕事を
理解することを目的とした課外活動である。K 大学
では，単位認定している「学校支援ボランティア」
もあるが，機会があれば何度も学校に出向いて経験
を積みたいという学生の要望から，教職支援室主導
のもと，学習支援ボランティアの仲介役を引き受け
ている。
